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史料2 :討論  「世界史の基本問題@ (l949年) における橘高信の発言

凡例
1 ・ 本史料は、 尾鋤市彦編戸世界史の可能性-嶺輪と教育一山 田こ京大学協@略旺合封援部、 @950

年3戸) の 「 I    世外史の基本問題」 @訃オ論@ O@136頁7 0中から、 橋高信の発言および
関連した発言を抜粋したものである。 この  「討論@ は Ⅰ簗9年  @盛夏@ に開催され古ム

2・ 該当留萌は、 同上書の  「I    世界史の基本問題1 帝揃  の中の @Ⅱ全科世界史の教育の
現状1 ・ @いわゆる東洋史 ・ 西洋史の比率@ (以上は、 5@14頁) そして 「世界史教育の問題@ ・

@新制大学の入学告峨問題@ (以上は、 129@1お頁) の部分である。
3・ 掲載に際しては、 基本周釈文のままであるが、 読みや，う-さ等に配慮して、 以下のよ う な

いくつかの編集を施し億
・ 原文の維書きを横書きにしね
・ 旧年休の津字を新付体にし、 仮名文字w@促音と物音の表記は捨て仮名に改めね
・ いくつ力の笛所はかビを付じだ。
・ 史料鴈文者による注記等は  [ ] で記載し宍も  また、 ル、くつかの脚注をイ寸しね

世界史の基本問題

社会科世界史の教育の現吠

C o

尾鍋 握彦] この 1一九四九年) 四月から世界史の教課目が新制高等学校に設けら
れま したが、 文部省の方から簡単な描。藤があったぐらい-e、 具体的なさ糠示もなく 、 また

日本の学界では世界史という ものが研先にも、 め田ミにもまだあま り現れていないので、
先生も生徒も非常に困っております。 それでこ ういう会を開く意義があるわけです。 実
際家の代表者と して文京高等学校で世界史を担坐 していらっ しやる橘さん、 @つ現状に
ついて、 問題の在るところを話して頂きたいと思いま廿，

椅 @高信] では……只今尾鍋さんのお話の通り 、 高等学校ではこの四月から、 従来
の東洋史、 西梓生の別がなく なり ま して、 新しく世外史という新樵取目が行われており
ます。その実施の現状と申 しま してもこムぼ;く学校を参観じたわけではあり ませんので、
私個人の経験から類推してお話しするよ り仕コ1アがございませ似 従って私個人の勝手な
見方、 判断が大部分で恐縮かと存じます。

先ず教師の側の現状から申 してみたいと思いますが、本年四月文部省彩6科書局長から、
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@高等苧較村会科日本史 A 世界史の学習指導につい-ロ  と肛ずる通牒が出され B A 極く 概
念的にではあり ますが  E 社会科歴史学習の目標が示され C 併出て単元学習が盟ま ‚µいこ
と  A 教科蕃はまだⅢ来ないから A 従来の 持西洋の歴史  U CM  を参考吾と して使 A ‚º A 教
師が適当に百曲技‚Ã-るのが望ま しいこと  E 学習指導要領は木年度未に完成の予定であるか
ら今までの西洋史 A 東洋史両席の学習指導要傾を参考にされだいこ どなどが要望され A
戦々教師はこれにそ うべく 努力 している次第であり まず C と ころが三の適喋をよく 見れ
ば見 Eる純 A 社会科歴史の新教課目は A 実際に授業をする教師自身の濃刺と した研究と努
カと実践とによってのみなされるものであるといつている と しか考えられないのであ り
ます C そこで私達は大いに奮起して A 新生面を開かんと している と申 しますのが現状な
のであ り ます B 1 Bかし他の同僚の方達め Aらは陀られるかも知れませんが A 実のと ころ混
迷状態にある と申すのが本当の姿であり ま しょ ‚¤ B ではどんな点で迷っているかと申 し
まずと  A社会‚Ë Eの d般目標にそって世外史をいかに構想するかという こどだと思いまず B
先に尾鍋さんの申 されま したが A 日本にはまだ学問的に世外史の E研究がされていまぜわ
ので林榊摂の拠り下ƒAヵ@ない A よ し従来の学習指導要領西洋史篇 A 東洋史好が唯一の手掛り
と して参考になると じても A これらは発表されてから -  C 押を出ない今 A 全面的に再
考されねばならないよ う なものであって見れば余り に‚à心もとない1榊勿でしかあり まぜ

№ B
尾鍋    沖膿
それでは実煤の授業の状況について翠直なと ころをお願いしま寸，

橘   授業形態の而であり まサ功@ A 単元学科が望まれる こ とから棚舵I講義でほなく て  E
りƒK定連自 らの学習意欲を根神と して A グ刀ƒPープ  E E シスデムを存分に生かした口  E  :‚¨告を
哩想とずるのであり まづ功 C A 教塘の上に立って治笈 と弁じだでるか A ある卸援科薔よ

り詳しい僻説に慣れていだ講壇教師は A ‚¬目マ‚Í@から鰍輔く側 A 荒れも玉石油渚 A どん
な研究報告がなされないと も限らない極めて聴きづらⅤ 聴き手」廻り ま し乱   しかも前
にも申 しま しだが A -箇午を通じての大きな構想い㍉輔であると ころから A とかく小さ
な問題の細かい点鐘努緊しがちの数多い生徒漣の和談相手になるに地力 Eない位みずぼ
ら しいロボッ ト的聴き手になって しま う という こ どがあり ます B 勢い割合に E刊軽 B苗ずえ
る講義形式の授業が緩 しⅤ  A B 翻れから抜けられないのが現状であり ま しょ ‚¤ B ま じて
や教科書の無い A しかも参考菩も極めて粗大な今 A 生徒達はもちろん A 簗に教師の建設
的努力がも しなされていると したら涙ぐま しいi Cのと思いまずが A 何く稀れな場合を除
いてそ糊艶望的でしかないといえま L Cよ ‚¤ B ずなわち力戸ブ  E シ  Eスデムは喪心"嫌

一 C  u萬年学校社会‚¨ Cil本史 A "外史的学習指神につ。て v !949円㍉ 月 ll 口  A 発散判7 ㌔
 B i:言a@匝達で  u胆洋の歴史 ( Ⅱ と記我されているが A 正確には Ⅱ西洋の歴史 ㏄Ⅲ ( Ep等学校教科華

株式会社若竹牡化発行 A  C947年8 Ⅱ @ である B
 C 文部省による イ学習指導要1頁東洋史線 @討養@ w1府1，十 E  C年度ƒR りい宰羊餓斗離大会社 E @947 町 C7

円) と r: E学習ƒL車享更傾西洋史編 ‚Í‚«矯む ‚ÎHƒIn こ十 : B B C1雙@ ( Cl@等 E E掛吏‚ï B科菩株式会社 E 憾47 科 C @0月)
を樹 C C
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いのよ うに小安方洲いのでありま しょ う。 しかしこの方法討ま世界史におし 、てば足ヌ接好。
れて7肋佑@ぼならぬものと私は考えており まづ入

史だいろいろとお話し申さねばならない現状があると存じます；宝 生徒達の現状につ
いてもよっ と申 し-l:げまづ，

生徒抵  御承知のよ う ;こ選択によづて世界史を学ぶこ とになりていま して、 人部分の
学校はぞう なっていると℡いまずが、 中には準必須教科1"l と して。 全生徒に教課してい
る と ころもあり ます。 私の学技は":午生で世界史を戦必須と し、 日本史のお活」・などめ，
ら紡拾 」・て生徒の学摺鰍度を総あ離切こ申 し上げまずと、 ダル@-プ ， シぷテムの学習形態
は新川大半受験に対して不安がられる面があるよ うであり まづ，

それは他の教課目の学習Ⅰ韓罰とにらみあわせて余裕が無いためもあり まずが、 根本的
な不安は人試℡頗は・ ，定の基準を考えてⅢ題される モ)Q)ですが。 ダノ卜せグ ・ ジスチムで
口学内門的に学んだこ とが、 どの程度この几唯に合致しているか、 低いものか高いもの
か、 不足なの方撫状なこ とまでやり過ぎたのか、 自分て伴Ⅱ脚肋ぎつがな、㌔ それでおほつ
かないという・ので竹二 だから撫耐;その甚準に合った1媚説をして欲しb、 適当な概説薔
を甲・く紹介し・て欲しいなどとい。 のであり ま吋， 教師t， これに応じて講銭をしたり 、 ・ポ
近な参考害     T世界史概笘旭 なんかそサか@つとの定評があるよ う で吋・がL一一を安曲に
知らせた・ りする ら しし 。のであり ます。 もっと も， 世界史の学習形碑は鈴ヂしを， ダルー-ヂ・
シスデふだけとは申 きぬ・ませんので、 何かしっかり した信念で講義されているぶもある
と出弗 、ますが、 やはり今述べたのが実情である と思われて山方がないの)・でづ，

現状と申 しま しても何をお新してよVtやら而く らって大変長く まと まり ません-でじ住
が、 ぎづ を こぶ，な風であり ませ" この他阿拍藻外的にお尋ねがございましだらお@ 、おい
ホざ言辞し・ケるこ &にじま して…・， ・"

いわゆる東洋史 ・ 西洋史仰比率

尾銅   版洋史と西洋史となけしておった時と どんな点が違っていますカも 西洋史が中，@。
になって東洋史が  ，・ 叶く っつい支いる という こ とにはならないだしよ う力㌔

橘   どかくそうなり がなで尹。 人体単元は午代を追っで立て亡コォしでシ 憶ずので、 現在
?却匹でも，初めの方だと思いまづ肋@、 明;始とか古代とかでは史十坤@嵌鰍系・ヒ  田洋史が中心
になっているよ う "㈹、 去午の教員再教育調習会o)時に、 尾鍋先生が東洋と 内洋の分地
の比率にづいて7羽ドーセン ト という ことをⅡ 叫吋はじた。

Ⅳ外史を紘合的に大き く 見る と寸寸Lは、 それは私に!甘牌"ト1@1束ませ絃それでは実際、
3さ十柏りにはど う いう風に両者を扱うかという出願になる と捷然と していて・ ・川祭には扱
い力松てレ 、るので目，，

'東洪大学生牛台甜  @村川堅抹鱗， ・ 山本達郎 ・ 林健太郎軒@ に世界史僻現Ⅰ ii:jii。@u仮@l:、 i的9年4 円。 正
式" "，!，;外史， 教科曲が存￥亡しない中で、 準教科冊円珍布苗と して多く の支持を集めだ。 我後の@llll1 1は1
版キは@ @l!l:外史1 教科吾の出発点に位ゴ什する舌輯である。
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桝哨紀

遠山  !梼樹"      何故これまで取西洋史， 策痒を改めて lu;外史にし池かとひ"う根本ぴフnn
題について又剖綺白身何も考えていなり 、という こ とが、 棚判人悉な問題だろ う と思いま
帯せ潟  此界史とb、う教M・はが『かれぬこおが学描 巨の結論ど し-gめ、 症た教育止ゆ結論
と してね、 充分納得きれた蕗のとならなb 、 穿ち@こ出来て し まサたこどなすれ  その点が
現在、 鍵煥学校で世界史の授業を展㈱される上に， 先生方が  櫛困奄大きと邦:1題だる手
と思b、ます楓

橘   その点でサ櫛、 まこ &にお言舌o9通り であり ま茸;， 私は西洋史が 甘で蔚洋史は副機
的であると考えだく ないのだ。 何故世界史にしだか妄笈につ、 症はおま り触れないで、
現在生徒達が見抑きする出来事がそのまま関心を曲界全@穏こ結てがヱ31ホる 百・ とが出来ゐこ
とがら、 この問題を解決したらよいのではなレ功。と思っており 推吋え・

結周夫洋と西洋に分力せしでいたのを何故  @つに したのぬ睦セ 弓こ ㈲九  曲徒の力援、ら
も ・眩"ぱ大した毘援じゃなむ ，と1@け癩ます。

増田  @四郎]      それほづいているいるな単元の中に国史が入って来たので、 東洋史は
ぬ洋史に"緒に しなければなら低いという問題に帰る と忠い決品，それを選択して千ナく 。
樫立と仙界史と どりちを選伊嗣オb1ま肚いか， ふつの疑問があるおで弓が・ あれ購う牡く
行きませわか軋

補   選択のこ とについで技@ 前にモ，申し ヒげま しだが、 各学校;こよボて"ま"ぢまぢ建。
例えば1u;外史は準必甥叶封ゴ と レ良    算なら:こ午の時に全生徒がやっているどころもあ
瓶 ます。 国史の方はそれが無、 "よ うでホ。 両方選択のと ころ。ま世界史㈲方が多いよ うで

す。 まだ選択の場令は学午の差別fなく・ しでいると ころせ，あり ますが、 そこでもⅢ外史
の方が多いよ う でづ功ち、 給同世外史のす勅，多く選択哀れてがあこどに怒りま吋" 憶曲，
ゐわどりわかり力選。哺よいのです。

村川  !堅太郎コ    国史をやるか、 地界史をやるかおづちかそ㍉㍻"
橘   両方やりてぬいいし、 片方であいがぬで寸㌔

手甲，㍼

田部空教育棚機

尾鯛   餌て今迄畷お話を承もていまずを、 興ずるに世外山は混沌と毛でいる という ご
由になり ま刊が…… (笑声㌦ これを読んで高等学校の先生丑ノ1』走がまず張弓@@乱オきで"
しょう  緩声㌔  予定の時冊を過ぎま しぬが、 教育的児地ガ 、め-め播きんかも   ""。

橘   何と甲・ ヒげでⅤ斗ヤんで甜肋、・"。，・" 母づているのが不思議だとL、 う ことにかりそサ
です茂-" (笑声@。 たと え桶埋屯と む-⑥ ・ゐひが$る@t尺-eある と しま しでめ、 出来るだl"オ @捷
く それから抜けきらねばなわないのが私連の務めでしよ ちカ屯、 そぬゐにぼう考えてい
姦かを幸輔舌 鰍 ・紅いと忠ル 、ま音。 ぎれ迄、 諸先判;簗お舐をお開き じて感ばぬここでづ鵠"
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半周的に突きつめて考えて参り まずと混沌と して しま う。 しかし社会科世外史は学甲Ⅱ的
な穏謂からな@れたという より は、 拉しろ教育的な要諦から生れたと申 してよいと思いま
寸、 その意味で今迄のお話の中にあったと思いますが、 世外の近fU比の過程を見て行く
という点に中心がお力れなければならなⅠ㌔ も う少@，砕いていえば、 現在汲び将来に生
き-缶テかねばならないのかという ことを幾分なり と も知る、 和達渤伽ばそれを知るこ と
を援助応援してやる。 そのためには現世外史の発展段階を、 近代・文明 ・ 近代市民がどの
よ うな筋道を逝ってきたかを中心R:頗にすべきであると言うのであり ます。

尾鍋   生徒達はどんな問題について関心を特ってい・ますカ㌧ 単元伴群の前の予備調査
ひ)結果を話して ドき、 Ⅰ

楠   生徒達がどんな出来宰に現在最t，関心を押っている力輌有してみますと9、 表現の
什方は様々であり まずが、 :こつの世外の紛隼があげられまサコ これ@ま彼らにとって興朱
ある問題であるこ とは1晒挿であり ますが、 どちらが本当の世界かという現在の批判眼か
ら眺めているのですがも う少し掘り ドげてみますと・ 何故かかる自何Ⅱが行@ユオ甘刮まなら
ないク)；㌔ 世界を平和;こして行く 、 単矧百を無いよ う 1こづ"るにはどう し"たらよいかと考え
ているのだと思います。 ・ もちろん意識してこ う と考えていないにしても、 この点への関
，村ま特に強く あってよいのであり まづ， 従って戦争を無く ずるため現在世外でどういう
こ とカ町子われているか" Lg際迎合は来してその力強い実現機関であるカⅠ という こと に
なりぞう であり まり拐s、 これに対ずる解答は世界の近代化、 ずなわち民主化……田家間
の民主化という方向でなされねばなり まずま、 ㌔ こ うい う世界の中にあって行田の国家
紬織は完全な人沫の!文す台であるヂモク ラシー跨治にしなければならない。 そう でなく し
てにお肘ti囮家と レにの性格を満たずこ とが出来な、 ㌔ 東アジアの四々は力功、る意味の国
毎盤比織をだんだんと完成させて行く 道程にある。 力功、る意味で世外における l"l木の国の

、ヒ場が考えられる とづ"れば、 これ・まだ近代民・さガヒク@適程と t，て考えざるを得ないこ と に
なり ましⅡ う。

次に世界近代化のw欄飴勺、 という よ り もむしろ根幹と考えてよいと忠む塘1る問題は、
経済問題とそれに伴う何会問題であり ま しょ う。 この経済的民主化の裏目づ-なく しては、
近ィ布ヒは骨抜きである。 世界経済が含むこの問題がし 肋叫曲乍決さるべき力Ⅱ ずなわち氏
・Ⅳヒの線にぴったり と命致じだ世界経済ネlj金機構はどんなものが望ま しいカⅠ かかる問
題を角椛蛙/るには、 民主化という滞朱が丼癖認さ十リョはなり ません  そこでこれまでの
IWの歴史全般にわたりて人衆のだめの村，会がどんな発展をしてきたかを、 じっく り と
見諦める必要がⅢてく ると思うのであり まず。 何 全科世界史はかかる意味か日延生な辿
られたものと考えま して・ 学問的には混沌に陥るかt，知れない世外史を切り柘いて行き
たいと考えており まづ，

さて次に、 切り拓く ための手段であり まづ劫て、 @田勢姐はは学制的に特定の研究法に捉
われる困要はないと思いまサ，

足鍋   ちょうと、 お話の途中でナが、 もちろん学制の特定の方法に捉われる必要もな

。 橘。を;1ぎ @世外史学￥ぢぜ@，ヌま@好鴨想，せ3段階-@ THみ4埜立コ 第Ⅸ 甲、 @!M9やこ8円@
月の @世外史， 実地前におげる生徒び)関心に杜チ6冊杏グ辮採が報告され・ている。
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ければ、 まだそう あってはならないですが、 正しい方法は何であるかという こ とを考え
させる必要はあり ます， 西ヨーロ ッパ的民主主義や中共  @中国共産党] の動きをはつき
り 区別しなければならぬと思います。 近代化といjことで模然と捉えないよ 引笘

橋   元来、 新制中学を経てきた生市お劃ま、 一般社会科の教課を通じて断片的な世界史
に関係ある事項を学習してきていま寸功s、 それはあく まで，一舟盤上会科と して必要な範囲
の知識に過ぎまぜんから、 社会科世界史と して見た場合、 あらこちに空白がある。 それ
らを手際よ く 埋めるこ と も必要であり ますので、 必要な知識をそれぞれの場所に置いて
やるべきであり ますから、 ある程度羅列的な方法一一ちょっと意味を納得して頂き難い
言葉かも知れませんがⅠをとること もあり ま しょ う し、 もちろんそれのみに終始する
こ とは望ま しいことではあり ま・亡んから、 発展段階を見透ざすこ との出来る方法も当然と
られなければならないと思います。 要は世界史の教育的要宙青に添うためにどんな研究方
法が主で、 それの足らない点を補う研究法がどれであるかを教師は賞重に把握して行か
ねばならぬと ，思います。 時代が真に要フ椅ヂる研究法がその主なる研究法であるこ と ば動
かせないこ と と考える時、 この問題は案外容易に解決されるのでほないでしよ うれ

次に我々の世界史の悩みを解決してくれる忘れることの出来ないものは生徒であり ま
す。 自学自習の態度を---ゑⅡも早く 1体得してくれることがその鐘となるのであり ますが、
自学自習といいま しても、 従来のよ う に講樹受業に備えてのそれではなく 、 つま り 佳-
徒各自の自学自習の成果が教師の教えてくれるものにどれ位近いものであるカキ宙かめる
がごとき問いを教師から与えられてそれを自分がいかに解決が出来るかを論ずがごと き
仕方ではなく て、 問題を、 疑問を、 切実な関心を自 ら求め出して、 それを自分達のガに
よって出来るだけ自分達の学習のみによって解決して行くやり方であり ます。 Ⅰ耐描にい
いまずと、 学習活動すべてが一種の膚りⅠ械舌動でなければならないのであり ます。 しかし
このよ う なねり千百舌動は限られた時間内になされるのでずから、 かなり しっかり した計画
性を持たねばならなしⅠ 従ってわI方汗つの単元が定まったと しまずと、 その解明のため
に生徒自身が実現性のある計画を立てる。 この問いの自己提出と 、伯刊児のための計画と 、
その着実な実行とが実に我々教師の悩みをほざしてくれる大きな力であり ます。 挺町ま
力功、る力を生徒達は了得でぎるよ うにしむけねばならないと考えます。 グル@プのもの
が一致協力 して共同で自分達の問題を自分達の力で@弔いて行く こ と こそ、 社会活動に要
求される最も重大なこ とでばないでしよ うれ

尾鍋   何力嘆探家を代表して、 列席の学者サこちlこ御洋文はあり ませんカ㌔
橘   二つばかり あ田市と して先生方にお願いがあるのでずが・ …・L その一つほ、 この座

談会の始めにちょ っ と私が8牡しておいた問題で、 和達教師の中でよく 聞かれる声なので
ずが、 文部省で空想しているよ うか一あえて空想と申 したいのでづ肋も一一世界史が
我々老め師に果して出来るかといjこ とで㌧て これば禾劫@考えますに、 学問的な世界史が
成り 立っていない日本で、 そ う した裏づけのないものは高等学校で出来るかという疑念
である と してよいと思います。 このこ と を私がお話しま した事とはありにぢ飯直豊かな諸先
生方に充分お考え頂きたいと思うのであり ます。
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新制大学の入学試験問題"

次に人，学試験問題に関係するこ とで附-が、 入学試験問題が案外商等，学校の世界史を成
立させるかしないかに大きな影響がある という こ とであ り ます。 高等学校の勃曲而がどん
なに・は外史の教育的要請のある と ころを描んでやっており ま しても、 新制大学に当然継
続ずる高等，学校であ り ま吋「5、ら、 大学の諸先生の社会科世界史に丸わ尹る深、 海廿理解がご
ざいまぜんと 、 せっかく の世界史もぶちこわしになってしまいます。 思っだまま申 し上
げて失礼かも知れませんが、 先生方が昔並みの入試問肘杉ばなるほど新しいものに
見えま しても     を出 しておられ，まずと、 生徒達の学習関心はどう してもそちらに逸れ

ざるを得ません。 それでは世界史は外部から こわされるこ とになつて しまいます。 現に
今年の入学試験問題を見ま しても、      -そ， ちろん立派な問題も沢山ございますが、 生徒
達から 叩いわゆる社会科的世界史コ きゃつていて大学に入れまずカ㍉ といわれるよ う な
問題もまたそれ以上に多い。 また他県の先生方と 世界史の在り方について話し合つた席
上でも、 「あなた方がやつておられるよ う な;仕方で、 生徒達が果して入講問題を角せ笹田来
まず力㍉ と聞かれるよ う な問題は、 よ く吟味して考えまずと 、 これは生徒の不勉強や、
無知に;帰せられる問題でぼなく 、 むしろ問題の方が悪いと申 してよいと思いまず。 ずな
わち大学の先生方が、 高等学校に課きれている社会科・歴史の意味のある と ころを御存知
無い。 否・ 無関心でいられる。 それが 。 " こんな結果を生むのではないかと思げのであ
り "まけ， 大学の先生方が、 和達教師を鞭燵 されて、 これこれこ ういう点に注意せねば
ならないという位、 積木瀬勺に援助して頂きたいとお願いいたします。 では、 此の辺で‥

連山   今、 橘先生のいわれた大学の先生が遅れている とい う こ と、 これは相当糖レ せ比
判なんじやないかと思 う んでずよ。 あの保守的な文部措、のいっでいる     いわされてい
る という方が正確かも知れないけれど一一木準にずら どうかと思う節が…… 傑声)。 今
年の新H団大学の入学試験問題にも相当首をかしげるものがあるんじやないかと思う んで

づ功滞宙

緒泳

尾鍋   ここ らがこの座談会の、 -‥番聴き どころ じやないかと思いますが……。 御迷惑
でなげれば皆さん・ と っておきの話をしでドさい  (英司。

橘   偉い先生方・が、 現在の歴史ばこ う いうやり 方でなけれはエ 、かんから、 とおっ しや
って下されば。 、いんですが、 そ ういう こ とが無いので、 あんたの歴史的な立場はどこに
あるんだなどと聴かれるんで@すが……。 これには困る場合が往々にあり ます。

村川   よ く           します  (笑声)。 だだ軍暇問題については、 今年から始まづた変
な出題の規定を改正するこ と を、 我々は要求したいと思います。

尾鍋   では、 これで一応座談会を終るこ とに します。                        (おわり )

。 新制@メて@きばり49年度に発足しだが・ 新制国立大学の場合は・ 国立大・学設置法施行o@;皓れによ り入学試
験は6月 に実施されたぱかりであっ@ヒ 学力検査では、 論述寸帝@験問題に代わる @・喀海口義  による問
題が文部省によ り求められてい7こ
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